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は
じ
め
に

ハ
ワ

イ

諸

島

。

日

本

と

ア

メ

リ

カ

本

土

の

ほ

ぼ

中

間

に
位

置

す

る

こ

の
島

々

は
、

太

平

洋

航

路

の
時

代

か

ら

、

旅

情

を

か

き

立

て

る

装

置

と

し

て
愛

さ

れ

て
き

た

(
図

1
)
。

主

要

な

島

は

八

つ

で

あ

る

。

現

在

は

、

州

都

ホ

ノ

ル

ル

を

擁

す

る

・
O
魯
審
円貯
αq

国
8
。
・

オ

ア

フ

島

.
6

震
α
窪

巨

き

臼

と

称

さ

れ

る

緑

豊

か

な

カ

ウ

ア

イ

島

・
整

備

さ

れ

た

リ

ゾ

ー

ト

と

捕

鯨

基

地

の

オ

ー

ル
ド

タ

ウ

ン

を

土
ハ存

さ

せ

る

・ぐ
龍

。
図

巨

き

α
・

マ
ウ

イ

島

.
・
田
oq

巨

き

伍
・

の

名

で
知

ら

れ

る

、

ア

メ

リ

カ

最

南

端

の

ハ
ワ

イ

島

の

四

島

を

中

心

に

、

ハ
ワ

イ

の
固

有

種

が
多

く

棲

息

す

る

昭
膏

巳

ぞ

巨

き

曁

モ

ロ
カ

イ
島

.
パ

イ

ナ

ッ
プ

ル
栽

培

で

知

ら

れ

た

・一霊
器

巷
需

=

。。
冨
巳

・
ラ

ナ

イ

島

の
都

合

六

島

は
、

普

通

に
居

住
民
が
お
り
、
観
光
開
発
も
な
さ
れ
て
い
る
。

残
る
二
島

は
、

ハ
ワ
イ
の
歴
史
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、

一
般
に
は
開

放
さ
れ
て
い
な
い
島
で
あ
る
。

マ
ウ
イ
島

の
南

一
一
・
ニ
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に

位
置
す
る
カ
ホ
オ
ラ
ウ

ェ
島
に
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基
地
が
置
か
れ
、
長
く

立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
き
た
が
、

一
九
九
四
年
に

ハ
ワ
イ
州
に
返
還
さ
れ

た
。

こ
の
島
は

ハ
ワ
イ
諸
島
の
先
住
民
族

ハ
ワ
イ
ア
ン
に
と

っ
て
の
聖
地
で

あ
る
が
、
長
期
に
わ
た
る
砲
撃
訓
練
の
た
め
に
、
島
は
原
形
を
留
め
て
い
な

い
。

ハ
ワ
イ
州
で
は
二
〇
年
を
掛
け
て
不
発
弾
を
処
理
し
、

ハ
ワ
イ
文
化
を

伝
え
る
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
予
定
だ
。
カ
ウ
ア
イ
島
南
西
二
七
キ

ロ
メ
ー

ト
ル
に
位
置
す
る

ニ
イ

ハ
ウ
島
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の

エ
リ
ザ
ベ
ス

・

シ
ン
ク
レ
ア
夫
妻
が
当
時

の
ハ
ワ
イ
王
朝

の
当
主
カ
メ

ハ
メ

ハ
四
世
か
ら

一

万
ド
ル
と
ピ
ア
ノ

一
台
で
島
を
買

い
取

っ
た
も

の
だ
。
現
在
も
そ
の
子
孫
で

あ
る

ロ
ビ
ン
ソ
ン
家

の
個
人
所
有

の
島
と
な

っ
て
お
り
、
外
部
か
ら

の
立
ち
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あ こがれ のハ ワイ航 路一 ア ジ アの 「西 」、 西洋 の 「東」(多 田)

入
り
は
厳

し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。

島
民
は
、
高
校
進
学

の
際
に
他
島

に
渡

る
が
、
卒
業
後
は
島
に
帰
る
。
百
年

以
上
に
わ
た
る
隔
離
が
続

い
て
お
り
、

島
民
の
生
活
は
、
古
い
ハ
ワ
イ
の
伝
統

を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。

日
本
は
、
明
治
元
年

の
移
民

「元
年
者
」
か
ら
始
ま
る
長
い

ハ
ワ
イ
移
民

の
歴
史
を
持

つ
。
明
治

一
四
年
に
は
カ
ラ
カ
ウ
ア
王
が
来

目
す
る
な
ど
、
明

治
維
新
直
後
か
ら
、
日
本
ど

ハ
ワ
イ
は
関
わ
り
が
深
い
。

一
八
九
四
年
に

ハ

ワ
イ
の
王
制
が
倒
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
併
合
さ
れ
た
後
も
、

ハ
ワ
イ
は

「異
な

る
場
所
」
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

西
洋
か
ら
は
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
ア
ジ
ア

を
感
じ
さ
せ
る
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
、

日
本
人
に
は
初
め
て
触
れ
る
西
洋
と
し

て
。
西
洋
か

つ
東
洋
と
い
う
両
義
的
な
場
所
が

ハ
ワ
イ
だ
。

一
、

デ

ィ
ズ

ニ
ー

『
リ

ロ

ア

ン
ド

ス
テ

ィ

ッ
チ

』

に

見

る

異

化
さ

れ

た

ハ
ワ
イ

ハ
ワ

イ

が

今

で

も

ア

メ

リ

カ

本

土

か

ら

見

て

エ
キ
ゾ

チ

ッ
ク

な

場

所

で

あ

る

の

は

、

二

〇

〇

二

年

に

ウ

ォ

ル

ト

・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

社

が

公

開

し

た

『
リ

ロ

ア

ン

ド

ス
テ

イ

ッ
チ

』

の
作

画

か
ら

見

て
取

れ

る

。
以

下

は
、

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン

に

お

け

る

女

性

の
造

型

を

、

ウ

オ

ル
ト

・
デ

ィ

ズ

ニ
ー

社

と

宮

崎

駿

監

督

の
作

品

に

よ

っ
て

比

較

し
、

『
リ

ロ

ア

ン
ド

ス
テ

ィ

ッ
チ

』

が

、

ハ

ワ

イ

を

異

化

し

て

い

る
実

態

を

考

え

て

ゆ

く

。

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ

ン

は

、

現

在

、

世

界

中

で

子

ど

も

達

に

愛

さ

れ

て

い
る

。

古

く

か

ら

現

在

に

至

る

も

の
と

し

て

は
、

フ

ル

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ

ン
長

編

作

品

を

劇

場

公

開

し

続

け

る

ア

メ

リ

カ

の
ウ

ォ

ル
ト

・
デ

ィ

ズ

ニ
i

社

が

、

最

近

で

は

、

テ

レ

ビ

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ

ン

シ

リ

ー

ズ

『
ア

ル
プ

ス

の

少

女

ハ
イ

ジ

』

が

世

界

の
あ

ち

こ
ち

で

テ

レ

ビ

放

映

さ

れ

、

自

ら

が

監

督

し

た

長

編

劇

場

用

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ

ン
作

品

『
風

の

谷

の
ナ

ウ

シ

カ

』
『
天
空

の
城

ラ

ピ

ュ
タ

』
『
と

な

り

の

ト

ト

ロ
』

『
も

の

の
け

姫

』

『
千

と

千

尋

の
神

隠

し

』

な

ど

が

ヒ

ッ

ト

を

続

け

る

宮

崎

駿

監

督

の

ス
タ

ジ

オ

ジ

ブ

リ

が

、

そ

の
双

璧

だ

ろ

う

。

世

界

市

場

に

売

り

込

む

た

め

に

は

、

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ

ン

の

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

は
、

現

実

の
人

間

の
姿

を

離

れ

、

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ

ン

の
文

法

に

従

っ
た
変

形

を

施

さ

れ

る

の

が

常

で

あ

る

。

し

か

し

、

ヒ

ロ
イ

ン

の
造

型

に

関

し

て

言

う

な

ら

ば

、

ウ

オ

ル

ト

・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

社

と

宮

崎

駿

監

督

で

は

、

そ

の
作

画

の

文

法

は

明

ら

か

に
異

な

っ
て

い

る

。

「
闘

う

ヒ

ロ
イ

ン
」

を

例

に

取

っ
て

み

よ

う

。

ウ

オ

ル

ト

・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

社

の

闘

う

ヒ

ロ
イ

ン
は

、

『
ム

ー

ラ

ン
』

(
一
九

九

八

)

に

現

れ

る

。

中

国

の

木

蘭

伝

説

に

テ

ー

マ
を

求

め

た

『
ム

ー

ラ

ン
』

で

は

、
主

人

公

ム
ー

ラ

ン
は

、

エ
キ
ゾ

チ

ッ
ク

な

女

性

と

し

て
描

か

れ

る

。

「
つ
り

上

が

っ
た

目

」

「
黄

色

い

肌

」

「
黒

い
瞳

と

髪

」

と

い

う

、

西

洋

人

か

ら

見

た
典

型

的

な

ア

ジ

ア

人

の
風

貌

を

、

ウ

オ

ル
ト

・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

社

は

、

ヒ

ロ
イ

ン

・
ム

ー

ラ

ン

の
キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

デ

ザ

イ

ン

に
採

用

し

た

。

一
方

で

宮

崎

駿

監

督

は

ど

う

か
。

S

F

フ

ァ

ン
タ

ジ

ー

で

あ

る

『
風

の

谷

の
ナ

ウ

シ
カ

』

は

、

白

人

と

思

し

き

若

い

ナ

ウ

シ
カ

が

ヒ

ロ
イ

ン

で

あ

る
。
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日

本

の
中

世

を

舞

台

と

す

る

『
も

の

の

け

姫

』

で

は
、

明

ら

か

に

日

本

人

で

あ

る

は

ず

の

「
も

の

の
け

姫

」

が

主

人

公

だ

。

と

こ

ろ

が

、

宮

崎

ア

ニ
メ

の

ヒ

ロ
イ

ン

は

、

白

人

で
あ

る

ら

し

い

ナ

ウ

シ

カ

も

、

日

本

人

で
あ

る

「
も

の

の
け

姫

」

も

、

同

じ

文

法

に

よ

っ
て
処

理

さ

れ

る

。

ど

ん

ぐ

り

眼

で

、

日

本

人

の

肌

色

に

近

い

が

、

そ

れ

よ

り

は

漂

白

さ

れ

た

皮

膚

を

持

つ
、

無

国

籍

な

容

貌

が

、

宮

崎

ア

ニ
メ

の

ヒ

ロ
イ

ン

の

特

徴

と

な

っ

て

い

る

。

そ

れ

は
、

宮

崎

監

督

が

関

わ

っ
た

東

映

動

画

の
長

編

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン

『
太

陽

の

王

子

ホ

ル

ス

の
大

冒

険

』

(
一
九

六

八

)
、

『
長

物

を

は

い

た

猫

』

(
一
九

六

九

)
、

テ

レ

ビ

ア

ニ
メ
ー

シ

ヨ
ン

シ

リ

ー

ズ

『
ア

ル
プ

ス

の

少

女

ハ
イ
ジ

』

(
一
九

七

四

)
、

『
母

を

訪

ね

て

三

千

里

』

(
一
九

七

六

)

の
頃

か

ら

、

一
貫

し

て
変

わ

ら

な

い
。

宮

崎

ア

ニ
メ

は

、

主

人

公

を

無

国

籍

化

す

る

こ

と

で

、

世

界

的

な

人
気

を

博

し

て

い
る

の

で

あ

る

。

『
ム

ー

ラ

ン

』

に

見

る

よ

う

に

、

ウ

オ

ル
ト

・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

社

は
、

非

白

人

の
主

人

公

を

描

く

場

合

、

そ

の

エ

ス

ニ

ッ

ク
な

風

貌

を

よ

り

強

調

す

る
。

そ

れ

は

、

ア

メ

リ

カ

の
先

住

民

族

の
造

型

に

お

い

て

も

同

様

だ

。

ウ

ォ

ル
ト

・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

社

が

ア

メ

リ

カ

の
先

住

民

族

を

ヒ

ロ
イ

ン
と

し

た
作

品

に

は

『
ポ

カ

ホ

ン
タ

ス
』

(
一
九
九

五
)

と

『
リ

ロ

ア

ン
ド

ス
テ

イ

ツ

チ

』

(
二

〇

〇

二

)

が

あ

る

。

『
ポ

カ

ホ

ン

タ

ス
』

で

は

、

ア

メ

リ

カ

先

住

民

ポ

ウ

ハ
タ

ン
族

の
女

性

を

描

く

の

に

「
つ
り

上

が

っ
た

目

」

「
浅

黒

い
肌

」

「
暗

色

の
瞳

と
髪

」

を

キ

ャ
ラ

ク

タ

ー
デ

ザ

イ

ン

に

採

用

し

た
。

『
リ

ロ

ア

ン

ド

ス
テ

イ

ッ
チ

』

で

は

ど

う

か
。

主

人

公

で

あ

る
、

ハ

ワ
イ
ア
ン
の
少
女
リ

ロ
は
、

「
つ
り
上
が

っ
た
目
」
「浅
黒
い
肌
」

「平
た

い

鼻
梁
」

「黒
い
瞳
と
髪
」
で
表
さ
れ
る
。
リ

ロ
が
拾

っ
て
く
る
宇
宙
か
ら

の
生

物
ス
テ
イ
ッ
チ
は
乱
暴
者
で
、
あ
ら
ゆ
る
秩
序
を
破
壊
し
尽
く
す
。
し
か
し
、

最
後
に
は
許
さ
れ
、

ハ
ワ
イ
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

つ
ま
り
は
、
「
辺

境
で
あ
る

ハ
ワ
イ
」
に

「宇
宙
か
ら

の
侵
入
者
が
安
住
す
る
」
話
で
あ
り
、

同
じ
話
柄
を
ア
メ
リ
カ
本
土
を
舞
台
に
し
て
展
開
し
な

い
こ
と
自
体
に
、
ウ
オ

ル
ト

・
デ

ィ
ズ

ニ
ー
社

の
先
住
民
族
と

ハ
ワ
イ
に
対
す
る
差
別
意
識
が
見
え

隠
れ
し
て
い
る
。

実
際
の
問
題
と
し
て
は
、
現
在
の

ハ
ワ
イ
州
で
は
、
混
血
が
進
み
、
『
リ

ロ

ア
ン
ド

ス
テ
イ
ッ
チ
』
が
描
く
よ
う
な
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
典
型
的
な
容

貌
を
持

つ
子
ど
も
に
は
出
会

い
に
く
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
ウ
オ
ル
ト

・

デ

ィ
ズ

ニ
ー
社
は
、
ア
ジ
ア
系
の
民
族
を
描
く
と
き
と
同
様

の
文
法
を
、
主

人
公
リ

ロ
の
造
型
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
、

ハ
ワ
イ
は
、
ア

メ
リ
カ
先
住
民
と
同
様
、

「ア
メ
リ
カ
領
内
に
あ
る
異
化
さ
れ
た
存
在
」
な

の

だ
。現

在
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
大
量
の
資
本
が
流
入
し
て
、

ハ
ワ
イ
は
不
動

産
バ
ブ

ル
の
状
態
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
見
た

「異
化

さ
れ
た

ハ
ワ
イ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
与

っ
て
い
る
。
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二
、
第

二
次
世
界
大
戦

の
戦
地
と
し
て

の
ハ
ワ
イ

一
九
四

一
年

=

一月
八
日

(
ハ
ワ
イ
時
間
で
は

一
二
月
七
日
)、

ハ
ワ
イ
真

珠
湾
攻
撃
に
よ
っ
て
、
太
平
洋
戦
争

は
そ
の
火
蓋
を
切

っ
た
。

真
珠
湾
攻
撃
で
撃
沈
し
た
戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ
は
現
在
記
念
館
と
し
て
保
存
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
、

一
九
四
五
年
九
月
二
日
、
東
京
湾
に
停

泊
し
、
そ
の
艦
上
で
日
本
が
降
伏
文
書
に
署
名
を
し
た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
が
係

留
さ
れ
て
い
る

(図
2
)
。
そ
し
て
、

ホ
ノ
ル
ル
市
街
を
見
下
ろ
す
パ
ン
チ
ボ

ウ

ル
は
、
第

一
次
大
戦
以
降

の
戦
死
者
を
埋
葬
す
る
国
立
墓
地
で
あ
る

(図

図2戦 艦 ミズー リ(筆 者撮影)

黝撮者嘩地図3第 一次大戦以降の戦死者を埋葬する国立墓

3
)
。

以

下

の
文

章

は

、

一
九

九

八

年

九

月

一
八

日

に

ア

リ
ゾ

ナ

記

念

館

と

パ

ン

チ
ボ

ウ

ル
を

、

一
九

九

九

年

九

月

一
四

日

に

戦

艦

ミ

ズ

ー

リ

を

訪

れ

た

と

き

の

も

の

で

あ

る
。

尚

、

現

在

は

、

ア

リ

ゾ

ナ

記

念

館

の

事

前

学

習

と

し

て
上

映

さ

れ

る

映

画

は

、

一
九

九

八

年

の
頃

の

反

日
色

の
強

い
も

の
か

ら

、

幾

分

ト

ー

ン
ダ

ウ

ン
し

た

も

の

に

変

わ

っ
て

い

る
。

1

一
九
九
八
年
九
月

一
八
日

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
か
ら
パ
ン
チ
ボ
ウ
ル
へ

日
本
人
な
ら
気
の
重
い
真
珠
湾
攻
撃
と
太
平
洋
戦
争

の
記
録
映
画

(
日
本

語
吹
き
替
え
を
聞
く
イ
ヤ
ホ
ン
を
有
料

で
貸
し
て
く
れ
る
)
を
見
た
後
、
ボ
ー

ト
に
乗

っ
て
今
も
真
珠
湾
に
沈
む
ア
リ
ゾ
ナ

へ
向
か
う
。

ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館

の
閉
館
は
早
い
。
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
は
、
真
珠
湾
内
に

あ
る
。
記
念
館

へ
行
く
前
に
、
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
セ
ン
タ
ー
で

「事
前
学
習
」

を
す
る
。
事
前
学
習
は
映
画
な
の
だ
が
、
何
人
か
ず

つ
を
ひ
と
ま
と
め
に
し

て
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
番
号
札
を
渡
さ
れ
る
。
そ
の
番
号
を
呼
ば
れ
た
ら
、
映

画
館
に
入
る
と
い
う
わ
け
だ
。

「騙
し
討
ち
の
日
本
」
と
い
う
汚
名
は
ア
メ
リ
カ
で
は
規
定

の
事
実
と

い

う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
セ
ン
タ
ー
内
か
ら
、
す
で
に

気
分
は
敵
国
人
だ
。
黄
色
く
て
、
日
に
焼
け
て
い
な
か

っ
た
ら
、
日
本
人
観

光
客
と
見
な
さ
れ
、
愛
国
心
を
か
き
立
て
に
や

っ
て
き
て
い
る
、
ミ
リ
タ
リ
ー

マ
ニ
ア
の
若
者

の
恰
好
の
餌
食
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
こ
は
退
役
軍
人
も
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来
る
場
所
な
の
で
、
昔
日
本
と
戦

っ
て
い
た
元
米
兵
が
目
の
前
に
い
る
可
能

性
だ

っ
て
あ
る
。
冷
た
い
視
線
を
浴

び
る
の
は
覚
悟
し
て
、
気
合

い
を
入
れ

て
、
臨
ま
な
い
と

つ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
。

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
定
番
の
お
み
や
げ
売
場
も
あ
る
。
映
画
の
順
番
を
待

つ
問
、
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
の
か
チ

ェ
ッ
ク
し
た
。
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
各
国
語
版
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
「不
名
誉
の
日
」
と
い
う
見

出
し
で
真
珠
湾
攻
撃
を
伝
え
る
も

の
だ
。

映
画
は
、
平
和
な
真
珠
湾

い
つ
も

の
日
曜

の
朝
を
地
獄

の
戦
場
に

一
変
さ

せ
た
、
日
本

の
奇
襲
攻
撃
を
、
当
時

そ
こ
に
い
た
人

々
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ユ
ー

を
交
え
な
が
ら
、
実
写
を
は
さ
ん
で
進

め
て
い
く
。
退
役
軍
人
の
話
よ
り
も
、

看
護
婦
だ

っ
た
女
性
の
話
の
方
が
、

「日
本
の
卑
劣
な
攻
撃
を
う
け
て
死
ん
で

ゆ
く
勇
敢
な
若
者
た
ち
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
焼
き
付
け
る
。

こ
の
日
本
の

卑
怯
き
わ
ま
り
な
い
攻
撃
が
ア
メ
リ
カ
を
目
覚
め
さ
せ
、
日
本

へ
の
戦
争
が

始
ま

っ
た
の
だ
、
こ
れ
は
正
義

の
戦

争
だ

っ
た

の
だ
、
と
い
う
よ
く
で
き
た

プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
だ
。
「敵
を
や

っ
つ
け
よ
う
!
」
と
歌
わ
れ
る

「敵
」
は

も
ち
ろ
ん
、
わ
た
し
た
ち
日
本
人
だ
。

映
画
を
見
終
わ
る
と
、
気
分
は
ず

つ
し
り
と
重
く
な
る
。
こ
れ
か
ら
ボ
ー

ト
で
、
真
珠
湾
に
眠
る
ア
リ
ゾ
ナ

へ
行
く
の
だ
。
映
画
の
効
果
は
抜
群

で
、

一
方
、
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
来
た
観
光
客
は
、
愛
国
心
に
燃
え
て
い
る
。

ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
に
近
づ
く
。
沈

ん
だ
戦
艦
、
し
か
も
中
に
多
く
の
遺
体

が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
、
そ
の
上
に
記
念
館
を
建

て
て
し
ま
う
と

い
う
発
想
に

は
馴
染
め
な
い
も
の
が
あ
る
。
な
お
か

つ
、

こ
の
建
造
物
が
有
志
に
よ

っ
て

発
案
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
ア
メ
リ
カ
の
謎
で
あ
る
。

し
か
も
現
在
は
Z
巴
。§
モ
9蒔
と

し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
、

事
情
が
複
雑
だ
。

無
惨
な
姿
を
さ
ら
す
ア
リ
ゾ
ナ
か
ら
は
、

い
ま
も
重
油
が
少
し
ず

つ
流
出

し
て
い
る
。
あ
た
か
も

「騙
し
討
ち
に
さ
れ
た
若
者

の
無
念

の
血
が
い
ま
も

流
れ
出
て
い
る
」
と
言
う
か
の
よ
う
に
。
ゆ
か
り
の
あ
る
人
は
、
レ
イ
を
買

っ

て
き
て
、
海
上
に
捧
げ
る
と
い
う
。

次

々
と
交
替

で
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館

ヘ
ボ
ー
ト
で
渡
ら
な
く

て
は
い
け
な

い

の
で
、
滞
在
時
間
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
な

い
。
記
念
館
に
設
け
ら
れ
た
犠
牲
者

の
名
前
、
出
身
地
、
階
級
な
ど
を
記
し
た
プ
レ
ー
ト
が

「真
珠
湾

の
悲
劇
」

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
。
そ
の
名
前

の
ほ
と
ん
ど
が
典
型
的
な
ア
ン
グ

ロ
サ

ク
ソ
ン
の
も
の
だ
。
す
な
わ
ち

≦
>
Q。
℃

(白
人
、
ア
ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ン
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
い
う

ア
メ
リ
カ

の
多
数
派
)

の
若
い
命
が
、
国
内
で
は
少

数
派
に
属
す
る
黄
色
人
種
の
卑
劣
な
攻
撃
で
失
わ
れ
た
、
と

い
う
の
が
わ
か

る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
も
、
遅
れ
て
い
た
日
本
を
開
国
さ
せ
、
近

代

へ
導
い
た
き

っ
か
け
を
作

っ
た
の
は
、
ペ
リ
ー
提
督
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ

だ

っ
た
訳
だ
か
ら
、
そ
れ
を
覚
え
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
に
は
実
に
効
果
的
な

国
威
発
揚

シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い
る
。

ア
リ
ゾ
ナ
記
念
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
お
み
や
げ
売
場
で
買
い
物
を
す
る
。

真
珠
湾
攻
撃

の
当
日
の
新
聞

(H>
℃
に
騙
し
討
ち
さ
れ
た
!
と

い
う
見
出
し
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の
踊
る
差
別
語
満
載

の
も
の
)
。

事
前
学
習

で
上
映
さ
れ
た
映
画
の
ビ
デ

オ

(
日
本
語
版

こ
れ
も
各
国
語

版
あ
り
)。

四
四
二
部
隊
の
ビ
デ
オ

(欧
州
戦
線
な
ど
で
活
躍
し
た
日
系
二
世
部
隊

英
語
版
の
み
)
を
買

っ
た
。
零
戦
の
プ

ラ
モ
デ
ル
も
置

い
て
あ
る
。

一
応
、

零
戦
は
、

ア
メ
リ
カ
人
に
も
、
敵
機

で
は
あ
る
が
、
優
秀
な
戦
闘
機
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
。
真
珠
湾

の
衝
撃

は
、

こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
今
も
強

い
。

事
前
学
習
の
映
画
で
は
、
日
本
で
戦
争
関
係

の
フ
イ
ル
ム
を
流
す
時
使
わ

れ
る
の
と
お
な
じ
映
像
が

一
八
○
度

ひ
っ
く
り
返

っ
た
立
場

の
ナ
レ
ー
シ
ヨ

ン
が

つ
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
対
米
戦
争
が
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
、

ど
の
よ
う
に
今
も
教
育
さ
れ
て
い
る
か
、
な
ん
と
な
く
分
か
っ
た
。
同
時
に
、

ア
メ
リ
カ
市
民
と
し
て
、
戦
う
道
を

選
ん
だ
日
系
二
世
、
戦
う
こ
と
を
拒
否

し
た
日
系
人
に

つ
い
て
も
。
同
じ
枢
軸
国
で
あ

っ
て
も
、
白
人
の
イ
タ
リ
ア

系
、
ド
イ
ツ
系
と
、
見
た
ら
黄
色
人
種
と
す
ぐ
わ
か
る
日
系
で
は
、
政
府

の

処
遇

(
日
系
人
の
み
強
制
収
容
所

へ
送
ら
れ
た
)
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

違

い
が
あ

っ
た
。
祖
国
と
生
を
受
け

た
国
と

の
戦
争
は
、

一
つ
の
国
に
し
か

つ
な
が

っ
て
い
な

い
人
間
に
は
想
像

し
得
な
い
悲
劇
だ

っ
た
の
だ
。

続

い
て
パ
ン
チ
ボ
ウ
ル

へ
向
か
う
。

Z
豊
8
巴
竃
o§
o
ユ
巴

∩
oヨ
9
0q

亀

目
冨

雷
9
訟
。

す
な
わ
ち
国
立
太
平
洋

記
念
墓
地
、
と

い
う
の
が
、
パ
ン
チ
ボ
ウ

ル
の
正
式
名
称
。
公
園
の
よ
う
に

見
え
る
が
、
第

一
次
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

図4442部 隊に捧げ られたプ レー ト(筆 者 撮影)

 

戦
死
者
を
埋
葬
す
る
墓
地
だ
。
簡
素
な
墓
石
が
芝
生
に
整
然
と
並
ぶ
。
正
面

の
白

い
建
物

の
中
で
は
、
太
平
洋
戦
争

の
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
攻
防

の
大
き

な
パ
ネ

ル
を
展
示
し
て
い
る
。
日
本
人
は
逆

の
立
場
か
ら
見
な

い
と
、

一
瞬

な
ん
だ
か
分
か
ら
な
く
な
る
。
日
本

の
戦
況
が
時
間
を
追
う
ご
と
に
不
利
に

な
る
の
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
。

一
九
四
四
年
、
自
由

の
た
め
に
戦

っ
た
日
系
二
世
の
四
四
二
部
隊
に
捧
げ

ら
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
あ
る

(図
4
)
。
イ
タ
リ
ア
前
線
で
勇
敢
に
戦
い
、
抜
群

の
戦
績
を
あ
げ
た
が
、
戦
死
者
、
負
傷
者

の
率
も
抜
き
ん
出
て
い
た
。
「サ
ム

ラ
イ
日
本
人
」
は
、
敵
と
し
て
は
神
風
と
し
て
お
そ
れ
ら
れ
、
味
方
と
し
て

は
勇
猛
な
戦
士
だ

っ
た
。
日
系
二
世
部
隊

の
戦

い
ぶ
り
は
、
戦
後
の
日
系
人
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の
名
誉
回
復
に
大
い
に
影
響
し
た
。

「敵
に
打
ち
勝

っ
た
だ
け
で
な
く
、
偏
見
に
も
打
ち
勝

っ
た
」
と
い
う
ト

ル
ー

マ
ン
大
統
領
の
言
葉
が
そ
れ
を

示
し
て
い
る
。

ス
ペ
ー
ス

・
シ
ャ
ト
ル

チ
ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー
号
の
事
故
で
空
に
散

っ
た
オ

ニ
ズ
カ
軍
曹
の
墓
標
も
こ
こ
に
あ
り
、
花
が
手
向
け
ら
れ
て
い
た
。

エ
リ
ソ

ン

・
オ

ニ
ズ
カ
は
日
系
人
だ
け

で
な

く
、

ハ
ワ
イ
州

の
誇
り
で
も
あ

っ
た
。

2

一
九
九
九
年
九
月

一
四
日

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
探
訪
記

一・国
。8
①ヨ
げ
奠

勺
8
二

類
碧
σo円博・、
真
珠
湾
攻
撃
の
犠
牲
者
の
象
徴
、
ア
リ
ゾ

ナ
記
念
館

の
横
に
は
、
敗
戦
後
、
東

京
湾

で
日
本
が
降
伏
文
書
を
調
印
し
た

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
が
退
役
し
て
係
留
さ

れ
、
「戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
博
物
館
」
に
生
ま

れ
変
わ

っ
た
。

戦
後
民
主
主
義
も
、
平
和
憲
法
も
、
戦
後

の
経
済
発
展
も
、
米
軍
基
地
の

問
題
も
、
み
ん
な
こ
こ
が
起
点
だ

っ
た
の
だ
。

日
本
人
は

一
九
四
五
年
九
月
二
日

の
東
京
湾
を
忘
れ
な

い
。
戦
後
民
主
主

義
は
こ
こ
か
ら
巣
立

っ
て
い
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
日
米
安
全
保
障
条
約
も
。

重
光
葵
が
サ
イ
ン
を
し
た
と
き
に
、
戦
後

の
日
本
は
そ
の
方
向
を
決
め
た

の

だ

っ
た
。

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
博
物
館

へ
は
、
専

用
の
ト

ロ
リ
ー
で
行
く
。
ホ
ノ
ル
ル
空

港
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
前

の
駐
車
場
に
車
を
止
め
て
、

ト

ロ
リ
ー
に
乗
る
。

専
用
の
ト
ロ
リ
ー
が
必
要
な

の
に
は
訳
が
あ
る
。
ミ
ズ
ー
リ
が
係
留
さ
れ

て
い
る
の
は
、
聞
自
α

巨
き
α
内
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
海
軍
基
地
の
中
な

の

だ
。

一
般
人
は
み
だ
り
に
入
れ
な
い
場
所
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
専
用
ト

ロ
リ
ー

で
、

ミ
ズ
ー
リ
の
あ
る

一
角
だ
け
を
公
開
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

日
本

で
思

い
や
り
予
算
や
ら
、
米
兵

の
住
宅
や
ら
が
な
に
か
と
問
題
に
な
る

の
だ
が
、
閏
oa

巨
き
自
の
中
で
も
、
軍
の
手
厚
い
福
利
厚
生
が
行
き
渡

っ
て

い
る
の
が
わ
か
る
。
広
い
住
宅
地
、
美
し
い
緑
、
さ
ま
ざ
ま
な
娯
楽
施
設
。

な
ん
と

い
っ
て
も
、
兵
隊
さ
ん
が
働
い
て
く
れ
な

い
と
、
戦
争
は
で
き
な
い
。

し

つ
か
り
働

い
て
貰
う
た
め
に
は
、
平
時
に
は
、
そ
れ
な
り
の
処
遇
を
与
え

る
、
と
言
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
日
本
の
自
衛
隊
は
こ
ん
な
に
手
厚
く
な

い
。

ア
メ
リ
カ
国
内
と
同
等

の
処
遇
を
日
本
で
与
え
て
い
る
米
軍
は
確
か
に
目
立

つ

。ミ
ズ
ー
リ
博
物
館
入
り
口
前
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
軍
事
関
係

の
旗
が
は
た

め
き
、
こ
の
博
物
館
を
設
立
す
る
の
に
寄
付
を
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
を
顕
彰

し
て
い
る
。

い
つ
も
な
が
ら
、
こ
う
し
た
プ

レ
ゼ

ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
見
事
さ

は
、
ア
メ
リ
カ
の
特
徴

で
あ
る
。

ト

ロ
リ
ー
を
下
り
る
と
、
ミ
ズ
ー
リ

へ
向
か
う
長
い
橋
が
架
か

っ
て
い
る
。

橋
を
渡
り
き
る
と
、
正
面
が
案
内
で
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
い
る
。

「五

階
建
て
の
建
物
だ
と
思

っ
て
く
だ
さ

い
。
原
則
右
回
り
で
ぐ
る
ぐ
る
上
が

っ

て
い
け
ま
す
」
と
い
う
、
簡
単
な
説
明
が
あ
る
。

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
博
物
館
、
と
い

っ
て
も
別
棟

の
建
物
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
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戦
艦
を
そ
の
ま
ま
博
物
館
と
し
て
利

用
し
て
い
る
。
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
自
慢
の

主
砲
は

一
六
イ
ン
チ
砲

(四
〇

・
六

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

で
、
中
央
だ
け
蓋

を
付
け
ず
に
、
砲
身
を
覗
け
る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。
最
大
射
程
距
離
は
三

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
そ
う
だ
が
、

一
度
は
四
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
も
飛
ば
し
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

艦
橋
か
ら
艦
首
を
望
む
と
、
二
基

の
砲
塔

の
向
こ
う
に
ア
ン
テ
ナ
が
黒
く

見
え
て
い
る
。

一
九
八
六
年
、
そ
れ
ま
で
退
役

し
て
の
ん
び
り
余
生
を
送

っ

て
い
た
ミ
ズ
ー
リ
は
、
突
如
復
役
。

ト

マ
ホ
ー
ク
ミ
サ
イ

ル
な
ど
当
時
最
新

鋭
の
兵
器
を
搭
載
し
た
と
き
に
設
備
も
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア

ッ
プ
、
こ
の
ア
ン
テ

ナ
も
設
置
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
最
後

の
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
は
建
造
時

(
一
九
四

一
年
起
工
、

一
九
四
四
年
竣
工
)
に
も
う
時
代
遅
れ
だ

っ
た
の
で
は
あ
る
が
。

図5シ ゲ ミツ ・プ レー ト(筆 者撮影)

ミ
ズ

ー

リ

の
艦

首

の
向

こ
う

に

白

く

、

ア

リ

ゾ

ナ

記
念

館

が

見

え

る

。

上

甲

板

に

は
、

「
シ
ゲ

ミ

ツ

・
プ

レ
ー

ト

」
が

設

置

さ

れ

て

い
る

(図

5

)
。

こ

の

プ

レ

ー

ト

の

上

で

、

日
本

の
降

伏

文

書

調

印

が

行

わ

れ

た

。

日
本

側

は

全

権

大

使

重

光

葵

、
ア

メ
リ

カ

側

は

マ

ッ
カ

ー

サ

ー

元
帥

。
「
降

伏

文

書

調

印

」

は

ミ

ズ

ー

リ

の
歴

史

で

も

つ
と

も

華

や

か

な

も

の

で

、

艦

内

の

展

示

で

も

、

大

々
的

に

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

る
。

こ

の

日

は

、

メ

イ

ン
ラ

ン

ド

か

ら

き

た

お

年

寄

り

の
男

性

が

、

一
生

懸

命

こ

の
プ

レ

ー

ト

に

ビ

デ

オ

を

回

し

て

い
た

。

甲

板

の
右

舷

艦

尾

付

近

に

は
、

・内
9日
自6
No

>
欝

矣

。。
ぽ

一一
が

あ

る

は
ず

な

の
だ

が

、

こ

の

日

(
一
九

九

九

年

九

月

一
四

日

)

は

艦

尾

方

向

は

立

ち

入

り

禁

止

区

域

に

な

っ
て

い

て

、

入

れ

な

か

っ
た

。

一
九

四

五

年

四

月

一

一
日
午

後

二
時

四

三

分

、

沖

縄

海

戦

で

一
機

の

特

攻

機

が

突

撃

、

こ

こ

に
撃

墜

し

た

へ

む

と

レ
・つ

「
マ
イ

テ

ィ

i

・
モ
i

友

の
会

」

と

い

う

も

の
が

存

在

す

る

。

一
九

九

九

年

九

月

当

時

で

、

個
人
会
員

三
五
ド
ル

ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の

一
年
間
無
料
入
場

ミ
ズ
ー
リ
保
存
協
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
招
待

ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
i

§
馬
専
o犠
§
丶譜

年
間
無
料
講
読

通
信
販
売
ア
イ
テ
ム

一
〇
%
O
F
F
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日
本
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
こ
の
よ
う
に
書

い
て
あ
る
の
だ
が
、
本
当
に
入

会
す
る
日
本
人
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
。
招
待
さ
れ
て
も
、
ど
う
振
る
舞

え
ば
い
い
の
か
。
ま
さ
か
、
神
風
特
攻
隊
の
ご
遺
族
を
呼
ぶ
な
ど
と

い
う

「平

和
の
集
い
」
を
企
画
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

お
み
や
げ

シ

ョ
ッ
プ
に
は
、
当

然

の
こ
と

の
よ
う

に
、

日
本

人
に
は

・肉
o日
。日
げ
9
目
o
ξ
o
口口
超
阿・
O
o
o住
。。
が

そ
ろ

っ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
中
の
戦

意
高
揚
音
楽

の
数

々
を
収
録
し
た
C
D
、

日
本
降
伏
文
書

の
コ
ピ
ー
。
日
本

降
伏
文
書

の
コ
ピ
ー
で
は
、
重
光
葵
、
陸
海
軍
参
謀
総
長
梅
津
美
治
郎
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
元
帥
の
サ
イ
ン
が
確
認
で
き
る
。
降
伏
文
書

の
入

っ
て
い
る
封
筒

に
は

「第
二
次
世
界
大
戦
終
結
」

の
惹
句
が
付

い
て
い
る
。

「日
本
降
伏
記
念

封
筒
」
も
あ
り
、
ミ
ズ
ー
リ
艦
上

へ
向
か
う
日
本
側
代
表

の
情
け
な
い
写
真

入
り
。
ち
ゃ
ん
と
切
手
が
貼

っ
て
あ

っ
て
、
そ
の
ま
ま
投
函
で
き
る
。
こ
の

封
筒
は
数
種
類
用
意
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
の

「日
本
の
騙
し
討
ち
」

を
確
認
し
、
そ
の
日
本
を
完
膚
無
き
ま
で
に
打
ち
破

っ
た
記
念
碑
と
し
て
も

作
用
し
て
い
る
。
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館

の
横
に
係
留
さ
れ
た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
に

は
、
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
の
傲
慢
な
ま

で
の
誇
り
が
顕
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

三
、
戦
後

メ
デ

ィ
ア
と
日
本
人

の

ハ
ワ
イ
旅
行

戦
後
す
ぐ
の

一
九
四
人
年
、
岡
晴
夫

の
明
る
い
声
が
印
象
的
な
歌
謡
曲

「憧

れ
の

ハ
ワ
イ
航
路
」
が
大

ヒ
ッ
ト
、

一
九
五
〇
年
に
映
画
化
さ
れ
た
。
当
時

の
日
本
人
に
と

っ
て
は
、

ハ
ワ
イ
旅
行
は
ま
さ
に

「憧
れ
」
だ

っ
た
。

一
九
六

一
年
に
サ
ン
ト
リ
ー
が
打

っ
た
広
告

「
ト
リ
ス
を
飲
ん
で

ハ
ワ
イ

に
行
こ
う
」
は
、
日
本
人
の
ハ
ワ
イ

へ
の
渇
望
を
う
ま
く
す
く
い
上
げ
、
大

き
な
成
功
を
収
め
た
。
サ

ン
ト
リ
ー
の
こ
の
広
告
は
、
ト
リ
ス
に
つ
い
て
い

る
抽
選
券
で
応
募
す
る
と
、
百
名
に

ハ
ワ
イ
旅
行
が
当
た
る
と
い
う
も
の
で
、

当
選
者
に
は
、
総
額
約
四
〇
万
円
と
な
る
二
二
ヶ
月
積
立
て
の

「海
外
旅
行

積
立
預
金
証
書
」
が
贈
ら
れ
た

の
だ
。

一
九
六

一
年
当
時

の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン

の
初
任
給
は

一
万
四
～
五
千
円
ほ
ど
で
あ
り
、

ハ
ワ
イ
旅
行
は
、
ト
リ

ス
を

愛
飲
す
る
庶
民
に
と

っ
て
は
ま
さ
に

「夢
の
旅
行
」
だ

っ
た
。
実
際
に
日
本

人
が

ハ
ワ
イ

へ
自
由
に
渡
航
す
る
に
は
、

一
九
六
四
年
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

い
。一

九
六
四
年
四
月
、
日
本
人
海
外
観
光
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、

当
時
は

「
一
人
年

一
回
の
渡
航
、
外
貨
持
ち
出
し
は
五
〇
〇
ド
ル
以
下
」
と

い
う
制
限
が

つ
け
ら
れ
て
い
た
。

一
九
六
三
年
か
ら

一
九
八
五
年
ま
で
続
く
毎

日
放
送
制
作

の

「ア

ッ
プ
ダ

ウ
ン
ク
イ
ズ
」
は

「
一
〇
問
答
え

て
、
夢
の

ハ
ワ
イ

へ
行
き
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
人
気
を
集
め
た
。

日
本
航
空
と
提
携
し
、

一
九

六
五
年
か
ら
は

「ジ

ャ
ル
パ

ッ
ク
で
行
く

ハ
ワ
イ
旅
行
」
を
賞
品
と
し
、
「団

体
で
行
く
海
外
旅
行
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
た
。
日
本
人
に
と

っ
て

「飛

行
機
で
行
く
海
外
」
と
し
て
、
手
近
だ

っ
た

の
が

ハ
ワ
イ
だ
が
、
そ
れ
を
強
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<
印
象
づ
け
る
役
割
を
果
た
し
た

の
が
、
こ
の
番
組
で
あ
る
。
番
組
で
は

一

問
正
解
す
る
こ
と
に
、
解
答
者
席
が

一
段
ず

つ
せ
り
上
が
り
、

一
〇
問
正
解

す
る
と
、
高
く
上
が

っ
た
席
に
飛
行

機
の
タ
ラ

ッ
プ
を
模
し
た
階
段
が
横
付

け
さ
れ
、

レ
イ
を
掛
け
ら
れ
た
解
答
者

に

ハ
ワ
イ
旅
行
が
贈
ら
れ
る
、
と
い

う
演
出
が
な
さ
れ
て
い
た
。

「
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ク
イ
ズ
」
の
商

品
と
さ
れ
た

「ジ

ャ
ル
パ
ッ
ク
」
は

一

九
六
五
年

一
月
二
〇
日
に
発
売
を
開

始
し
た
、
今

で
も

「
日
本
人
海
外
観
光

客
と
い
え
ば
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

」
と
い
う
印
象
が
内
外
に
強

い
が
、
そ

の
強
力
な

シ
ン
ボ

ル
で
あ
り
続
け
る

の
が
日
航
機
に
よ
る
海
外
パ

ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
i

ζ
〉
ピ
鴫
〉
訳
」
だ
、
。

一
九
六
九
年
に

「パ

ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
料
金
」

を
個
人
手
配
旅
行
よ
り
安
く
す
る

「バ

ル
グ
運
賃

(団
体
割
引
運
賃
)
」
が
導

入
さ
れ
る
と
、
ζ
〉
ピ
弓
〉
丙
」
の
売
り
上
げ
は
伸
び
、

一
九
七
〇
年
に
ジ

ャ
ン

ボ
ジ

ェ
ッ
ト
が
就
航
す
る
と
、
大
量
輸
送
が
可
能
に
な

っ
て
、
海
外
旅
行
は

庶
民

の
手
に
届
く
も
の
と
な

っ
た
。

ハ
ワ
イ
は
、
日
本
人
海
外
旅
行
者
が
多
く
訪
れ
る
地
で
あ
る
。

「表
1

一

九
六
五
-

二
〇
〇
三
の
ハ
ワ
イ
訪
問
者
数
」
は
、
ハ
ワ
イ

へ
の
総
訪
問
者
数

・

日
本
人

ハ
ワ
イ
総
訪
問
者
数

・
日
本

人
海
外
旅
行
者
総
数
を
表
し
た
も

の
で

あ
る

(
ハ
ワ
イ
観
光
局
提
供
の
資
料
に
よ
る
)。

統
計
の
始
ま

っ
た

一
九
六
五
年
以
降
、
日
本
人
海
外
旅
行
者
で

ハ
ワ
イ
旅

行
者
の
占
め
る
割
合
は
、

一
〇
%
前
後
を
推
移
す
る
が
、

一
九
六
九
年
に
は
、

前
年

の
三
倍
近
い

ハ
ワ
イ
訪
問
者
数
と
な
り
、
ジ

ャ
ン
ボ
ジ

ェ
ッ
ト
就
航

の

一
九
七
〇
年
に
は
、

一
気
に

=
二
万
人
と

一
〇
万
人
台
を
超
え
る
。

一
九
八

六
年
ま
で
、

ハ
ワ
イ
訪
問
者
は
日
本
人
海
外
旅
行
者
の

=
ニ
ー

一
九
%
ほ
ど

を
占
め
、
「最
初
の
海
外
旅
行
は

ハ
ワ
イ
」
が
定
着
し
た
。

一
九
人
七
年
以
降
は
、
日
本
人
の
海
外
渡
航
先
は
多
様
化
し
、

ハ
ワ
イ
訪

問
者

の
占
め
る
割
合
は
低
下
し
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
、

ハ
ワ
イ
の
総
訪
問
者

数
に
占
め
る
日
本
人
旅
行
者

の
割
合
は
、

一
九
人
八
年
に
約
二
割
と
な

っ
て

か
ら
は
右
肩
上
が
り
に
上
昇
、

一
九
九
七
年
に
は
な
ん
と
三
二

二
二
二
%

つ

ま
り
三
人
に

一
人
が
日
本
人
と
い
う
大
量

の
観
光
客
を
送
り
出
し
た
。

こ
の

年
、

日
本
か
ら

ハ
ワ
イ
を
訪
れ
た
の
は
二
二
二
万
人
を
超
え
、
過
去
最
高
と

な

っ
た
。

一
九
九
人
年
か
ら
は
、

日
本
人
の

ハ
ワ
イ
訪
問
者
数
は
減
少
、

二
〇
〇
三

年

の
暫
定
数
値
で
は
、
総
数

=
二
二
万
人
と

一
九
九
七
年
か
ら
見
る
と
九
〇

万
人
も
少
な
く
な

っ
た
。

こ
の
傾
向
は
現
在
も
続
き
、

ハ
ワ
イ
に
と

っ
て
日

本
人
は
、
第

一
の
顧
客
で
は
な
く
な

っ
た
。
二
〇
〇
六
年
六
月
現
在
、
日
本

か
ら

の
ハ
ワ
イ
便
は
減
便
が
続
き
、
主
に
日
本
人
相
手
に
売
り
上
げ
を
期
待

し
て
い
た
免
税
店
は
リ

ス
ト
ラ
を
始
め
、
営
業
時
間
を
短
縮
し
つ
つ
あ
る
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
本
土

の
ハ
ワ
イ
ブ
ー
ム
は
九

・
一
一
テ

ロ
以
降

の
国
内
旅

行
ブ
ー
ム
と

ハ
ワ
イ
を
舞
台
に
し
た
映
画

・
ド
ラ
マ
の
影
響
で
衰
え
ず
、

ハ

ワ
イ
便
を
増
便
、
観
光
客
は
増
え
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊
料
金
は
高
止
ま
り
し
て

い
る
。

日
本
人
や
韓
国
人
、
中
国
人
が
気
軽
に

「西
洋
」
に
触
れ
る
第

一
歩

で
あ

っ
た

ハ
ワ
イ
は
、
そ
の
地
位
を
、
ア
メ
リ
カ
本
土
の
人
々
が

「ア
ジ
ア
」
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照■■ヨ凵匱■階雪7翻 聞丗 ■緲 ■閥曜 』 霾■ 匳,血1蜀嗜■躡圃 ■脳 蜀 鄲■'匚演層-画■隔璽

19651 686928 20210 2.94 121. 12.72 第一次海外鰍行ブー厶
19661835456 zi.sz 20250 o.zo 2.42 212409 33.74 9.53
196111124818 34.64 269151 32.91 2.39 267538 25.95 1006
196811314571 16.87 292751 8.77 2.23 343542 ze.ai 8.52

196911527012 16.16 650001 122.03 4.26 492880 43.47 13.19
19701 1746970 14.40 130000 10000 7.44 663467 34.61 19.59 ジヤンポジエツト導入
1911 1818944 4.12 iaoooo 38.46 9.90 961135 44.87 18.73 第辱次海外脈行ツー厶
1912 2244371 23.39 235000 30.56 10.47 1392045 44.83 16.88
1973 2630952 17.22 333000 41.70 iz.ss 2288966164.43 14.55
19741 2786489 5.91 381000 14.41 13.81 233553012.03 16.31 第一次才イルショック
197512829105 1.53 4100001 1.61 14.49 2466326 5.60 16.62
1976 3220151 13.82 4496001 9.66 13.96 2852584 15.66 15.76
1917 3336670 3.62 4891201 8.92 14.68 3151431 10.48 15.54
1978 3670609 10.01 5240001 1.00 14.28 3525110 11.86 14.86
197913960531 7.90 653600 24,73 16.50 4038298 14.56 16.19
198013934504 一〇

.ss 658100 0.69 16.73 3909333 一3 .19 16.83 第一次才イルショツク
1981 3934623 o.00 690400 4.91 17.55 4006338 2.48 11.23

1982 4242925 1.84 715000 3.56 16.85 4086138 1.99 17.50
1983 4367880 2.95 729000 1.96 16.69 4232246 3.58 11.22

1984 4855580 11.17 816000 11.93 16.81 4658833 10.08 11.52
198514ﾟ84110 0.59 8550001 4.78 17.51 4938366 6.00 17.31
198615606980 14.80 9440001 10.41 16.84 5516193 11.70 17.11 円高進行
198715799ﾟ3Q 3.44 9047101 一4 .16 15.60 6829338 23.81 13.25 解鬻次賜外簾行ブー厶
198816142420 5.91 1216770 34.49 19.81 8426867 23.39 14.44
198916641820 8.13 1319340 8.43 19.86 9662752 14.67 13.65
199016971180 4.96 143971019.12 20.65 1.1E+07 13.61 13.09
1991 6873890 一1 .40 13853401-3.78 20.15 1.1E+07 一3 .31 13.03 海岸戦夢
1992 6513880 一5 .24 1637030118.17 25.13 1.2E+07 io.ea 13.88
1993 6115300 一6 .12 1591920 一276 26.03 1.2E+07 t.11 13.34
1994 6430300 5.15 1756340 10.33 27.31 1.4E+07 13.63 12.93 関酉空港閣趨
199516629180 3.09 1998860113.81 30.15 1.5E+07 1266 13.07 史上最筒の円高
199616829800 3.03 20897601d.55 30.60 1.1E+01 9.13 12.52
199716876140 o.se 222265016.36 32.32 1.7E+07 0.65 13.23 史上最高のハワイ訪簡看数
199816595790 一4

.08 20043541-9.82 30.39 1.6E+07 一5 .93 12.68

199916785792 z.sa 18255861-8.92 ss.so 1.6E+07 3.49 1116
200017014508 3.37 1ﾟ176441-0.44 25.91 t.8E+07 8.93 io.zo 史上最嵐の海外鰍行脅数
2001 6303791 ###### 15079801-11.04 23.92 1.6E+07 一6 .95 9.29問 時覡 テ0

zoo2 6360291 0.90 14847101-1.54 23.34 1.1E+07 1.79 8.99S岨S・ イラク戦■

2003 6345209 一〇.za 13238201-10.84 20.86 1.3E+07 ##i/### 9.96(暫 定数働

ハワイ侵初就航年1A54年2月(J乢)
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あ こ がれ のハ ワイ 航 路一 ア ジ アの 「西 」、西 洋 の 「東 」(多 田)

を

垣

間

見

る

リ

ゾ

ー

ト

に

変

え

つ

つ
あ

る

。

四

、

ハ
ワ
イ

の
位

置

地
理
的
に
言
え
ば
、
太
平
洋
を
挟
ん
で

ハ
ワ
イ
は
日
本
の
東
で
あ
り
、
欧

米
の
西
に
位
置
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
欧
米
、
特
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
旅

行
者
が

ハ
ワ
イ
に
も
と
め
る
も
の
は

「ア
ジ
ア
ン
リ
ゾ
ー
ト
」
の
紛
い
物
で

あ
り
、
日
本
や
中
国

・
韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
が
も
と
め
る
の
は

「西

洋
」
の
似
姿
だ
。
東
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
は
、
こ
こ
で
英
語
を
使
い
、
チ

ッ
プ

を
払
い
、
ド
ル
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
で
、

「西
洋
」
の
入
り
口
に
立

っ
た
と

錯
覚
す
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

ハ
ワ
イ
の
人

口
は
ア
ジ
ア
系
が
ト

ッ
プ

を
占
め
、
街
を
歩
く
人

々
は
、
白
人
よ
り
も
ア
ジ
ア
系
に
近
い
風
貌
を
し
て

い
る
人
が
多

い
。
使
わ
れ
る
英
語
も
、
土
着
語
の

「
ハ
ワ
イ
語
」
や

日
本

・

中
国
な
ど
各
地
か
ら
来
た
移
民
の
言
語
を
借
用
し
た
、

ハ
ワ
イ
独
特
の
英
語

で
あ
る
。

ハ
ワ
イ
で
話
さ
れ
る
英
語

は
、
西
欧
か
ら

の
旅
行
者
に
は

「不
正

確
な
片
言
」
に
聞
こ
え
、
「植
民
地
の
言
語
」
を
想
起
さ
せ
る
装
置
だ
。
し
か

も
、
本
格
的
な
植
民
地

ス
タ
イ
ル
の
ア
ジ

ア
の
リ
ゾ
ー
ト
地
よ
り
は
手
軽
に

行
け
、
ア
メ
リ
カ
の

一
部
で
あ
る
安

心
で
き
る
場
所
な
の
で
あ
る
。

日
本
人
に
と

っ
て
は
、

ワ
イ
キ
キ

は
外
国
の
衣
を
纏

っ
た

「も
う

一
つ
の

日
本
」

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
白
人
優
先
だ

っ
た
ワ
イ
キ
キ
に
日
本
人
が
入
れ

る
き

っ
か
け
を
作

っ
た
の
は
、
国
際
興
業
の
小
佐
野
賢
治
だ

っ
た
②

一
九

五

七

年

、

国

際

興

業

は

ワ

イ

キ

キ

の

目

抜

き

通

り

で

あ

る

カ

ラ

カ

ゥ

ア

通

り

に

「
京

や

」

レ

ス
ト

ラ

ン
を

開

い
た

。

和

食

を

供

す

る

こ

の

レ

ス
ト

ラ

ン

は

、

五

〇

年

後

の

二

〇

〇

七

年

三

月

に
営

業

を

終

え

た

。

国

際

興

業

の

ハ
ワ
イ

進

出

の
橋

頭

堡

と

な

っ
た

、

「
京

や

」

レ

ス
ト

ラ

ン

は

カ

ラ

カ

ウ

ア

通

り

に

日

本

風

の
塀

を

設

け

、

中

を

直

接

覗

く

こ

と

は

出

来

な

い
造

り

に
な

つ

て

い

た

。

店

内

で

は

、

日

本

と

変

わ

ら

な

い

サ

ー

ビ

ス
を

合

言

葉

に

、

弁

当

や

和

食

の

コ
ー

ス
料

理

を

メ

ニ

ュ
ー

に
載

せ

て

い
た

。

ハ
ワ

イ

挙

式

後

に

、

完

全

な

和

食

の
宴

席

を

設

け

る

こ

と

も

、

こ

こ

で

は

可
能

で

あ

っ
た
。

レ

ス
ト

ラ

ン

の
次

に

国

際

興

業

が

手

に

入

れ

た

の

は

、

ホ

テ

ル

で
あ

る

。

一
九

六

三

年

人

月

に

は

、

シ

ェ
ラ

ト

ン

・
プ

リ

ン

セ

ス

・
カ

イ

ウ

ラ

ニ
を

買

収

す

る

。

ワ

イ

キ

キ

の
西

に

あ

る

こ

の

ホ

テ

ル
は

、

手

軽

な

宿

泊

先

と

し

て

今

も

人

気

が

あ

る
。

同

年

一
二

月

に

は

、

太

平

洋

航

路

時

代

か

ら

続

く

ワ

イ

キ

キ

の
老

舗

ホ

テ

ル

で
あ

る

モ

ア

ナ

・
ホ

テ

ル
、

サ

ー

フ

ラ

イ

ダ

ー

・
ホ

テ

ル
を

入

手

し

た

。

モ

ア

ナ

・
ホ

テ

ル

の
創

業

は
、
一
九

〇

一
年

三

月

一

一
日

の

こ
と

だ

っ
た

、
。

オ

ア

フ
島

の

大

地

主

で
あ

っ
た

ウ

オ

ル

タ

ー

・
C

・
ピ

ー

コ

ッ
ク

が

自

ら

の

別

荘

地

に
総

工

費

一
五

万

ド

ル

を

投

入

し

て
全

七

五

室

の

ホ

テ

ル
を

建

設

し

た

の

が

、

ワ

イ

キ

キ

で
初

め

て

の
リ

ゾ

ー

ト

ホ

テ

ル

と

な

る

モ

ア

ナ

・
ホ

テ

ル

で

あ

る
。

そ

の

後

、

モ

ア
ナ

・
ホ

テ

ル

は
、

ピ

ー

コ

ッ
ク

の

手

を

離

れ

、

一
九

一
八

年

に

は

二

棟

の

宿

泊

棟

を

増

築

し
、

全

二

七

五
室

の
大

ホ

テ

ル
と

な

っ
た

。

白

亜

の

ホ

テ

ル

は
、

「
ワ

イ

キ

キ

の
貴

婦

人

」

と

称

さ

れ

た

。
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一
九

二

四

年

、

モ

ア

ナ

・
ホ

テ

ル

は

、

テ

リ

ト

リ

ア

ル

・
ホ

テ

ル

・
カ

ン

パ

ニ
ー

に

買

収

さ

れ

る

。

オ

ア

フ

の
大

地

主

で

あ

る

キ

ャ

ッ

ス

ル
家

と

ク

ー

キ

ー

家

が

運

営

し

て

い
た

こ

の
会

社

は

、

マ
ト

ソ

ン
航

海

会

社

が

そ

の

乗

客

の
た

め

に

ワ

イ

キ

キ

に

建

設

し

て

い
た

ザ

・
ロ
イ

ヤ

ル

・

ハ
ワ

イ

ア

ン

・
ホ

テ

ル

に

も

出

資

し

て

い
た

。

一
九

二
七

年

二

月

一
日

に

オ

ー

プ

ン
し

た

ザ

・

ロ
イ

ヤ

ル

・
ハ
ワ

イ

ア

ン

・
ホ

テ

ル

は

、

そ

の
名

の

通

り

、

元

は

ハ
ワ

イ

王

家

の
椰

子

園

と

夏

の
宮

殿

の
敷

地

だ

っ
た

。
「ピ

ン
ク

パ

レ

ス
」
の
名

の

通

り

、

外

装

に

も
内

装

に

も

ピ

ン

ク
を

多

用

し

た

こ

の
ホ

テ

ル

は

、
ス
ペ

イ

ン

の

ム

ー

ア
風

建

築

で

、

モ

ア

ナ

・
ホ

テ

ル
と

共

に

、

マ
ト

ソ

ン
航

海

会

社

が

一
九

二

七

年

一

一
月

に
就

航

し

た

豪

華

客

船

「
マ

ロ

ロ
号

」
の

乗

客

を

受

け

入

れ

た

。

太

平

洋

航

路

時

代

の

ワ

イ

キ

キ

の
ホ

テ

ル

は
、

長

い
航

海

か

ら

開

放

さ

れ

た

乗

客

の
た

め

に

、

ガ

ー

デ

ン

ビ

ュ
ー

の

部

屋

の
宿

泊

費

を

高

く

設

定

し

て

い

た

。

現

在

は

、

海

の
見

え

る

オ

ー

シ

ャ

ン

ビ

ュ
ー

の
方

が

高

価

で

あ

る

の
と

は

対

照

的

で

あ

る
。

シ

ェ
ラ

ト

ン

・
モ
ア

ナ

・
サ

ー

フ

ラ

イ

ダ

ー

と

ザ

・
ロ

イ

ヤ

ル

・
ハ

ワ
イ

ア

ン

・
ホ

テ

ル
と

し

て
知

ら

れ

る

こ

の

二

つ
の

オ

ー

ル

ド

ホ

テ

ル

の
古

く

か

ら

あ

る
棟

に

は

、

太

平

洋

航

路

時

代

の
遺

物

で

あ

る
、

豪

華

客

船

の
乗

客

た

ち

の
旅

行

に
付

き

従

い
、

身

の

回

り

の

世

話

を

し

た

召

使

い
達

が

宿

泊

し

た

部

屋

も

残

っ
て

お

り

、

手

狭

で
あ

る

故

に

比

較

的

安

価

な

部

屋

と

し

て
稼

働

し

て

い

る
。

一
九

三

五

年

七

月

三

日

に

は
、

モ

ア

ナ

・
ホ

テ

ル

の
中

庭

で
あ

る

バ

ニ

ア

ン

・

コ
ー

ト

ヤ

ー

ド

か

ら

、

ア

メ

リ

カ

本

土

に

向

け

て

「
ハ
ワ
イ

・
コ
ー

ル

ズ

(=
9
≦
9
一凶
0
9
一一ω)
」

と

い
う

ハ
ワ

イ

音

楽

を

中

心

と

し

た

ラ

ジ

オ

番

組

が

放

送

を

開

始

し

た

。

「憧

れ

の
リ

ゾ

ー

ト

ハ
ワ

イ

」

の
イ

メ

ー

ジ

を

ハ
ワ

イ

音

楽

に
乗

せ

て
形

成

し

た

こ

の

番

組

は

一
九

七

五

年

ま

で

続

い
た

の

で

あ

る

,
。

一
九

五

二

年

に

は

、

マ
ト

ソ

ン
航

海

会

社

は

、

モ

ア

ナ

・
ホ

テ

ル

の
横

に

サ

ー

フ
ラ

イ

ダ

ー

・
ホ

テ

ル

を

建

設

、

一
九

六

九

年

に

は

、
四

三

〇

室

の
サ

ー

フ

ラ

イ
ダ

ー

・
タ

ワ

ー

が

オ

ー

プ

ン

し
た

。

小

佐

野

賢

治

が

手

に

入

れ

た

モ

ア

ナ

・
ホ

テ

ル

と

サ

ー

フ
ラ

イ

ダ

ー

・
ホ

テ

ル

は

、

ま

さ

に

ワ

イ

キ

キ

の
象

徴

で

あ

り

、

白

人

の
楽

園

だ

っ
た

。

更

に

一
九

七

四

年

に

、

国

際

興

業

は

、

ザ

・
ロ
イ

ヤ

ル

・
ハ
ワ

イ

ア

ン

・
ホ

テ

ル

を

も

入

手

す

る

。

か

く

し

て
、

ワ

イ

キ

キ

の

「
白

人

の

リ
ゾ

ー

ト

ホ

テ

ル
」

は

、

日

本

人

の
闊

歩

す

る

海

外

の
楽

園

と

な

っ
た

の

で
あ

る

。

同

年

、

入

手

し

た

シ

ェ
ラ

ト

ン

・
ワ

イ

キ

キ

・
ホ

テ

ル

に

は

、

小

佐

野

賢

治

の
肖

像

が

飾

ら

れ

、

ハ
ワ

イ

日

系

人

の
間

で

は

、

有

色

人

種

の

入

れ

な

か

っ
た

ワ

イ

キ

キ

を

日

本

人

に

開

放

し

た

恩

人

と

し

て
、

小

佐

野

賢

治

が

記

憶

さ

れ

て

い

る

。

一
九

六

三

年

か

ら

一
九

七

四

年

に

掛

け

て

の
国

際

興

業

の
ホ

テ

ル

買

収

に

よ

り

、

ワ

イ

キ

キ

の
ホ

テ

ル

は

、

白

人
優

先

か

ら

日

本

人

客

も

入

れ

る

場

所

に

変

貌

し

た

。

現

在

の

ワ

イ

キ

キ

で

は

日
本

語

が

通

じ

、

日

系

人

の
店

員

も

多

い
。

ハ
ワ

イ

の

コ
ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス
ト

ア

「
A

B

C

マ
ー

ト

」

は

、

日

本

人

客

の
扱

い
に

慣

れ

た

店

員

を

配

置

し

、

ワ

イ

キ

キ

中

心

部

の
店

舗

で

は

、

日
本

語

で

買

い
物

が

出

来

る

。

た

だ

し

、

一
九

九

七

年

を

ピ

ー

ク

に

ハ
ワ

イ

へ
の

日

本

人

旅

行

者

は

減

少

し

て

お

り

、

日

本

語

ス
タ

ッ

フ
は

減

ら

さ

れ

て
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い

る
。

が

、

年

間

二

五

〇

万

人

が

ハ
ワ

イ

を

訪

れ

る
。

ハ
ワ

イ

は

ア

メ

リ

カ

本

土

か

ら

の
観

光

客

を

主

要

な

タ

ー

ゲ

ッ
ト

に

し

て

い

る

。

五

、

ハ
ワ
イ

ア

ン
ウ

ェ
デ

ィ

ン
グ

の
戦

略

京
都
に
本
社
の
あ
る

「ワ
タ
ベ
ウ

ェ
デ

イ
ン
グ

(以
下
ワ
タ
ベ
)
」
は
、

一

九
六
四
年
、
貸
衣
装
店

「
ワ
タ
ベ
衣
裳
店
」
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
の
内
、

海
外
で
の
挙
式
の
た
め
に
衣
裳
を
持
ち
出
す
顧
客
が
現
れ
、
海
外
挙
式
事
業

に
着
目
、

一
九
七
三
年
、

ハ
ワ
イ
に
海
外
店
第

一
号

「ホ
ノ
ル
ル
店
」
を
開

く
。
以
後
、
日
本
の
海
外
挙
式
を
リ
ー
ド
す
る
ウ

ェ
デ

イ
ン
グ
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
会
社
と
な

っ
た
、。

ワ
タ
ベ
の
戦
略
は
、
国
内

の
チ
ャ
ペ

ル
ウ

ェ
デ

イ
ン
グ
か
ら
、

ハ
ワ
イ
の

「教
会
」
挙
式

へ
の
転
換
だ

っ
た
。

そ
も
そ
も
、

「教
会
挙
式
」
は
、
本
来
的

に
は
そ
の
教
会

の
信
徒
に
許
さ
れ
た
聖
な
る
儀
式
で
あ
り
、
非
キ
リ
ス
ト
教

徒
が
大
多
数

の
日
本
人
に
は
、
行
う

こ
と
自
体
が
難
し
い
。
し
か
し
、
ホ
テ

ル
や
結
婚
式
場
に
併
設
さ
れ
た

「チ

ャ
ペ
ル
」
で
の
挙
式
は
手
軽
で
は
あ
る

が
、
い
か
に
も
紛
い
物
感
が
強
い
。

そ
こ
で
、

ハ
ワ
イ

の

「教
会
」
を
挙
式

の
場
と
し
て
提
案
し
、
海
外
旅
行
と
挙
式
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
売
り
出
し

た
の
が
、
ワ
タ
ベ
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ワ
イ
の
教
会
挙
式
と
銘
打

っ
て
は
い
る
が
、
現
実
に
は
、
信
仰

の
場
で

あ
る

「教
会

(。冨
8
げ)
」
で
の
挙
式
だ
け
で
は
な
く
、
結
婚
式

の
た
め
に
設

置

さ

れ

た

商

業

チ

ャ
ペ

ル

で

の

挙

式

が

混

在

し

て

い
る

。

日

本

人

顧

客

に

人

気

の

「
海

の
見

え

る

教

会

」

と

い
う

の
は

、

ハ
ワ

イ

に

は
実

は

少

な

く

、

そ

う

し

た
立

地

に
あ

る

の
は

、

チ

ャ
ペ

ル
が

殆

ど

で
あ

る
。

日

本

人

挙

式

向

け

チ

ャ
ペ

ル

の
例

と

し

て

顕

著

な

の

は
、

ワ

タ

ベ

が

プ

ロ

デ

ュ
ー

ス
す

る

チ

ャ
ペ

ル

「
ア

ロ

ハ

・
ケ

・
ア

ク

ア

」

教

会

だ

。

本

物

の
教

会

で

は

な

い

「
ア

ロ

ハ

・
ケ

・
ア

ク

ア

」

教

会

は

、

一
見

す

る

と

緑

の

屋

根

に

白

い
壁

の
美

し

い
教

会

建

築

の
よ

う

に

映

る

。

屋

根

の

上

に

は

白

い

十

字

架

が

立

っ
て

い

る

よ

う

に

見

え

る

の
だ

が

、

実

は

、

十

字

で

は

な

く

、

一
本

の
棒

が

直

立

し

て

い

る

。
要

す

る

に

「
限

り

な

く

教

会

を

模

し

た

建

築

」

が

、

こ

の

「
ア

ロ

ハ

・
ケ

・
ア

ク

ア

」

教

会

な

の

で

あ

る
。

こ

こ

は

、

本

来

、

コ

ミ

ュ
ニ
テ

ィ
を

支

え

る

は

ず

の

「
教

会

」

で

は

な

く

、

単

な

る

「
結

婚

式

場

」

で
あ

る

た

め

、
「
ア

ロ

ハ

・
ケ

・
ア

ク

ア
」
教

会

の
敷

地

は
私

有

地

と

し

て

フ

ェ

ン

ス
に

厳

重

に

囲

ま

れ

、

近

隣

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

と

は

断

絶

し

て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

日

本

か

ら

結

婚

式

を

挙

げ

に

来

る

だ

け

の
カ

ッ
プ

ル

や

そ

の

家

族

は
、

非

キ

リ

ス

ト

教

徒

で

あ

り

、

こ

う

し

た

「
ア

ロ

ハ

・
ケ

・
ア

ク

ア

」

教

会

の
異

様

さ

に

は
気

が

つ
か
な

い

の
だ

。

「
ア

ロ

ハ

・
ケ

・
ア

ク

ア

」

教

会

が

、

い

か

に

も

典

型

的

な

「観

光

の

た

め

の
結

婚

式

場

」

で

あ

る

の
は

、

そ

の
来

歴

が

捏

造

さ

れ

て

い
る

こ

と

か

ら

も

明

ら

か

で

あ

る
。

J

T

B

の
結

婚

式

場

紹

介

文

に

は
、

「
ホ

ウ

ク

プ

の

石

」

の
前

で
、

神

聖

な

愛

を

誓

う

。
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神
聖
な
愛
と
平
和
を
訪
れ
る
人
す
べ
て
に
与
え
る
と
い
う

ハ
ー
ト
型

の

「ホ
ウ
ク
プ
の
石
」

と

い
う

惹

句

が

掲

載

さ

れ

て

い

る

の
だ

が

、

元

よ

り

、

ハ
ワ

イ

の
伝

統

的

な

物

語

で

は
な

い
。
こ

の

チ

ャ
ペ

ル

の
場

所

は

、

ハ
ワ

イ

王

族

の
養

魚

池

が

あ

っ

た

場

所

で

、

そ

の
池

の
形

が

「
ハ
ー

ト

形

」

だ

っ
た

と

い
う

の
を

根

拠

に

、

日

本

人

受

け

の

い

い
話

に

物

語

を

作

り

直

し

て

い
る

の

で
あ

る

。

「
ホ

ウ

ク
プ

の

石

」

も

、

ち

ゃ

ん

と

し

た

由

来

が

あ

る

の

で

は

な

く

、

チ

ャ
ペ

ル
建

設

時

に

池

の
中

か

ら

見

つ
か

っ
た

適

当

な

形

の

石

に

、

物

語

を

乗

っ
け

て

い
る

だ

図6・ 図7モ ー ハ ワイ ・コ ム

ihttp://www.mo-hawaii.com/go/yatteru/2003077/

main.html/)2003年7月 そ の7「 浴 衣 で ダ ン ス1ボ ン ダ ン ス!」 よ

り転 載

F

図8"bento"(筆 者 撮 影)

 

け

な

の

で

あ

る
。

「
ウ

エ
デ

イ

ン
グ

ド

レ

ス
を

着

て
、

海

外

で

教

会

挙

式

を

」

と

い
う

願

望

を

す

く

い
上

げ

て

い
る

の

が

、

こ

う

し

た

ウ

ェ
デ

ィ

ン
グ

プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
会

社

の

仕

掛

け

る

「教

会

ウ

ェ
デ

ィ

ン
グ

」

な

の

で
あ

る

。

中

に

は

、

ほ

ん

も

の

の
教

会

で

の
挙

式

も

あ

る

が

、

司

式

は

ア

ル
バ

イ

ト

の
牧

師

が

行

う
。

「
場

所

は

貸

し

て

も

、

信

仰

は
貸

さ

な

い
」

の
が

、

ハ
ワ

イ

の
教

会

挙

式

の
実

態

な

の
だ

。
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六
、
文
化
が
混
在

す
る
場
所

ハ
ワ
イ

移

民

社

会

で

あ

る

ハ

ワ
イ

に

は

、

移

民

が

持

ち

込

ん

だ

母

国

の
風

習

が

取

り

入

れ

ら

れ

て

い

る

。

た

と

え

ば

、

「
ボ

ン

・
ダ

ン

ス
」

は

日

本

の
盆

踊

り

を

移

入

し

た

も

の

で

あ

り

、

日

系

人

は

も

ち

ろ

ん

、

そ

れ

以

外

の
市

民

も

浴

衣

を

着

て
参

加

す

る
、

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

の
行

事

に

な

っ
て

い
る

(図

6

・
7
)
。

「
表

2

ボ

ン

・
ダ

ン

ス

ニ

○

〇

四

」

は

、

二
〇

〇

四

年

に

ハ
ワ

イ

諸

島

で

開

催

さ

れ

た

ボ

ン

・
ダ

ン

ス

の

一
覧

で

あ

る
。

オ

ア

フ

・
ハ
ワ

イ

・
カ

ウ

ア

イ

・

マ
ウ

イ

・
ラ

ナ

イ

の
各

島

で
、

六

月

か

ら

九

月

に

か

け

て
、

ボ

ン

・

ダ

ン

ス
が

開

か

れ

る

。
各

宗

派

の
寺

院

や

仏

教

教

会

な

ど

が

主

催

す

る

ボ

ン

・

ダ

ン

ス

は

、

信

仰

を

核

と

す

る

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

の
紐

帯

を

再

確

認

す

る

場

所

と

な

っ
て

い

て
、

ア

メ

リ

カ

本

土

か

ら

夏

休

み

で

帰

省

し

て

い
る

若

者

な

ど

も

積

極

的

に

参

加

す

る

。

も

ち

ろ

ん

、

新

来

の
参

加

者

を

拒

否

す

る

も

の

で

は
な

く

、

事

前

に
ボ

ン

・
ダ

ン

ス

の
練

習

を

行

う

会

場

も

あ

る
。

食

に

関

し

て

も

、

♂
。
巨
o
・

(
図

8

)

・。・ず
o
釜

・

・
疊

・

(味

の
素

の

略

化

学

調

味

料

)

は

、

ハ
ワ

イ

で

は

な

じ

み

の
食

料

品

で

あ

り

、

ロ
ー

カ

ル

フ
ー

ド

の
生

魚

の

和

え

物

.ピ
o
吋
o
.

に

は

、

醤

油

や

海

苔

な

ど

、

日
本

か

ら

も

た

ら

さ

れ

た

食

材

が

欠

か

せ

な

い
。
写

真

の

♂
o
巨
。
・
は

、
カ

ゥ

ア

イ

島

の

オ

ー

ル
ド

コ

ロ

ア

タ

ウ

ン

の
食

堂

で
売

ら

れ

て

い
た

も

の
だ

。

烏

賊

リ

ン
グ

フ

ラ

イ

、

チ

キ

ン

カ

ツ

、

沖

縄

風

に

派

手

な

色

の

つ

い
た

鳴

門

等

の
お

か

ず

に

昆

布

の
佃

煮

の
載

っ
た

ご

飯

と

い
う

組

み

合

わ

せ

で

、
カ

ッ
プ

入

り

の
ケ

チ

ャ

ッ

プ

が

添

え

ら

れ

て

い

る

。

味

付

け

は

、

日

本

の

「
弁

当

」

と

遜

色

な

い
出

来

で

あ

る

。

更

に

同

じ

東

ア

ジ

ア

系

で

あ

る

中

国

・
韓

国

か

ら

の
移

民

が

も

た

ら

し

た

文

化

は

日

本

人

に

と

っ

て

は
な

じ

み

の
あ

る

も

の

で

あ

り

、

こ

れ

ら

は

、

基

層

を

な

す

ハ
ワ

イ

の
固

有

文

化

お

よ

び

ア

メ

リ

カ

の
文

化

と

融

合

し

て

、

新

た

な

ハ
ワ

イ

文

化

を

形

成

し

て

い

る
。

一
番

見

や

す

い

の

は

、

食

文

化

だ

ろ

う

。

・一δ
。
巴

8
0
α
・一
と

総

称

さ

れ

る

ハ
ワ
イ

の
食

は

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

か

ら

も

た

ら

さ

れ

た

・
ヨ
巴
p
。。
巴
9
・

(
ク

リ

ー

ム

入

り

ド

ー

ナ

ツ
)

や

ポ

ル
ト

ガ

ル

ソ

ー

セ

ー

ジ

、
中

国

か

ら

も

た

ら

さ

れ

た

各

種

麺

類

や

点

心

類

や

・δ
螽
鼻

。。8
ユ
・
(
特

殊

な

味

付

け

を

施

さ

れ

た

梅

干

し

や

乾

燥

果

物

の
類

)
、

日
本

人
観

光

客

に

人

気

の
・ざ

δ
き

bu
u」
O
・

(
焼

き

肉

)

や

冷

麺

、

そ

し

て

、

ハ
ワ

イ

の
プ

レ
ー

ト

ラ

ン
チ

や

お

か

ず

に

は

必

ず

付

け

合

わ

せ

と

し

て

添

え

ら

れ

る

日
本

風

の
ポ

テ

ト

サ

ラ

ダ

な

ど

、

移

民

達

が

も

ち

こ

ん

だ

食

が

、

抵

抗

な

く

受

け

入

れ

ら

れ

て

い

る
。

ハ
ワ
イ

で

は

捕

れ

な

い
鮭

が

、

・δ
邑

δ
巨

・・
(
鮭

の

和

え

物

)

の
主

材

料

で

あ

り

、

他

方

で

涛
巴
轟

且
qq
・

(
豚

の

石

焼

き

)

や

ず
。
雪

(
タ

ロ
イ

モ

の

べ

ー

ス
ト

)

な

ど

の
伝

統

食

は

、

ハ
ワ

イ

系

住

民

だ

け

で
な

く

、

他

の

地

域

か

ら

の

移

民

達

に

も

、

広

く

愛

さ

れ

て

い
る

。

ハ
ワ

イ

で

人
気

の

.器
oq
δ
§

一

。
ロ
邑

口
①
.
の

レ

ス
ト

ラ

ン

の
オ

ー

ナ

ー

シ

ェ
フ

で
あ

る

ロ
イ

・
ヤ

マ

グ

チ

や

、

サ

ム

・
チ

ョ
イ

、

ア

ラ

ン

・
ウ

オ

ン

は

、

そ

の
名

の
通

り

、

い

ず

れ

も

東

ア
ジ

ア

系

の

移

民

の
子

孫

で
あ

る

。

た

と

え

ば

、

京

都

人

を

母

に
持
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つ
ア
ラ
ン

・
ウ

オ
ン
は
、
山
葵
や
海
苔
を
そ
の
料
理
に
使

い
、
繊
細
な
味
わ

い
を
際
だ
た
せ
て
い
る
。

七
、

ハ
ワ
イ

へ
の
敬
意

、

問

題

点

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
人
旅
行
者

は

ハ
ワ
イ

の
あ
ち

こ
ち
に
あ
る

「
日
系

移
民

の
も
た
ら
し
た
日
本
」
に
は
あ
ま

り
関
心
を
払
わ
な
い
し
、

ハ
ワ
イ
固

有
の
文
化
に
も
、
十
分
敬
意
を
払

っ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。

そ
れ
を
示
す
例
が
、
毎
年
三
月
に
開
か
れ
る

「メ
リ
ー

・
モ
ナ
ー
ク

・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
見
ら
れ
る
。

ハ
ワ
イ
の
魂
で
あ
り
、
神

へ
の
祈
り
で
あ
る

「フ
ラ
」

の
最
大
に
し
て
最
高

の
大
会

だ
が
、

こ
こ
に
は
近
年
多
く
の
日
本

人
が
参
加
し
て
い
る
。

フ
ラ
ダ

ン
ス

・
ブ
ー
ム
で
増
え
た

フ
ラ
愛
好
者
が
経

済
力
を
バ

ッ
ク
に
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
る
が
、
フ
ラ
の
原
点

で
あ
る

「祈
り
」

や

「敬
意
」
を
欠
く
た
め
に
、
し
ば
し
ば
ト
ラ
ブ

ル
を
起
こ
す
。
フ
ラ
は

「稽

古
事
」
で
あ
り
、
自
ら
の
経
済
力
を
人
に
誇

る
装
置
に
過
ぎ
な

い
と
勘
違
い

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

ア
ジ

ア
と
西
洋
と
が
融
合
す
る
地

ハ
ワ
イ
は
、
そ

の
大
本
に
あ
る

ハ
ワ
イ

固
有

の
文
化

へ
の
敬
意
な
く
し
て
、
存
立
し
得
な
い
。

ハ
ワ
イ
先
住
民
の
文

化
を
守

る
運
動
は
、
太
平
洋
の
島
国
と

い
う
条
件
を
同
じ
く
す
る
日
本
人
は

看
過
し
得
な

い
も

の
で
あ
る
は
ず
だ
。
単
に
、

ハ
ワ
イ
が

「
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク

な
場
所
」
で
し
か
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

日
本
人
は
、

ハ
ワ
イ
を
見
誤
り
、

つ

い
に
は
歓
迎
さ
れ
ざ
る
客
と
な
る
だ
ろ
う
。

二
世
が
引
退
し
、
三
世

・
四
世

が
社
会

の
中
心
と
な

っ
て
い
る
現
在

の
ハ
ワ
イ
日
系
人
に
と

っ
て
、
日
本
は

ル
ー
ツ
で
は
あ
る
も

の
の
、
日
本
語
は
話
せ
ず
、
日
本
は
遠
い

「外
国
」
で

あ
る
。
今
後

の
ハ
ワ
イ
と

の
つ
き
あ
い
で
は
、

ハ
ワ
イ
そ
の
も
の

へ
の
理
解

と
ま
な
ざ
し
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
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あ こ がれ のハ ワイ 航 路一 ア ジア の 「西」、西 洋 の 「東」(多 田)

表22004年 のボンダンス開催

島名 期餞 時醐 ま催ノ行華名 会場〆行講名
Park
宗派

.備考
備考2

オア フ658s-topm
ハ ワイ6558Pm.

オ アフ730,32◎

_8Ati8rvpm

宀

バカラウ浄土宗ミッシaン
パンパシフィック ・フヱスティバ

ル ・ホオラウレア盆踊りη 一 們

ワイメア東本願寺

WaipahuCulturalGarden

NakalauJodo隈 匪sslOfl

カラカウ ア透 り
浄土寮

浄土真宗

A

カ ウアイs,it-128pmく

㎜ 皿n肩

群a耄斛eaHigash蓴 舞ong轡a露 」】

PuuneneNichtrenNassion
冖

日onomu}{enjo3撃 繋書SSIO琵

KapaaHonξ 蓼騨an丿1翻 垂SS妻on

YoungOkinatサansofH薮 四a書

Festwa!

KonaRegional&onDance崩 肖"

_ξ影a卜1ρrtg騨anメ1蟹Iss卩on
轡a蒹]ukusn撃 ηgon躙 畢ss辜o織

Papξし藍耄くo撃制ong耀3nj萋Miss童or聖

轡a聾i目kuJodo鵜 耄ss茎onT鴇 吼
謎onpaHong胃anjlHava…1

w一 い叩晒一n"

マ ウイ6月 冨2臼 アPmnn

'、ワイ6月12葦 ヨ8Pm

カ ウアイSJ18一 一198Pm

プウネネB蓮 宗ミッション
ホノム邏照寺(お 大師さん〉
廿

カバア本顯寺

日蓮宗
嚢雪宗
浄ま莢宗

オア フ5-9p襯

s月isaザ
ハワイ8月19臼6pm

{"旧 臼"""

沖蝿康人会

"

エヴァ本黷寺

「

m

浄土翼宗
冂 一 m血

う"商

.
オア フ6月 ヨ9葦ヨjF30pm __
マ ウイ6月19ヨ8Pm

ハ ワごで6樗 苛9日βPm

マウ イ6月2§ 貫8Pm
㎝ … 唱 唱

舟 門

ワイルク真鴦宗ミッション
パパイコウ本騷寺

ワイルク浄土宗ミッション吊 鴇

本派本黷寺X9院

m一"

翼欝寮
浄土真寒
浄土宗いP

浄土真宗
浄土真寒

浄ま:宗
曹潟寒
浄土宗

浄土糞宗

特 宀

オア フ6〆25-26730、030
占 皿 ㎜… 唱

絃習あ捗} 結婚式場
オア フ6/25一 一26730P田

オア フ6/25-268-1ip,m

6/25-26&pm

マウ イ&2688pm

ハワ イs月2se8pm

ワピアワ本願寺
ハレイワ浄土策ミッション
甘

ハナペベ蓼洞寒禅宗寺

ラハイナ浄土宗ミッション
ホノム本願寺
カネ才へ叢本願寺
モイリイリ本願寺宀

西カウアイ本瀬春
ブナ本黷寺
力ウナカカイ聽濁宗愚蕃寺

脚ahia賻a饕ong"a順

Hale寉影aJodo-S陶

賢anapepeSotoshuZensh雛 」髻

Laha鏖naJodo田 匪ss蓄on

}{O口0穣U錘ong脚a判jl綾ISS曇O鶏

Ka囗eohei盤gas量1IHor}9響a籤 ∫垂

塵od朗 堊Hong盤 轟」葺

轡est垂(aua毒 鋒o湘9耀an丿l

Puna}10目9驛anj重 輩耄SSIon

擁oioka書50toshu{ミuze"jI

結婚…虞場

オア フ7肩2賃630一 紛p湘

オァ フ7/2一 一3730-10'30

.カウア イ7t2-3

浄土真寒
浄畿爽宗
浄土翼寒
浄土蠶宗
曹濁宗

孛

絲習あり

ノ、「ブイ7/2一 一38p阻A
モζ1カイ7灣3萋 ヨ530P田く
マウイ7月3貝8p.m

"""

}

"

Betsurn

"

ラハイナ浄土宗 ミッションA"

ケエイ本類寺布教場
取バラ本額寺

廴aha垂naJyodo饒ISSian

KeelHongwarリIFu!耋 くyOjO
浄土宗

mA

ハワイ7月3鶏ﾟPm
ハワイ7月3日8Pm

浄土爽宗
凸""

い臨い

西

Kohala睡o打 奮wanjl、 魏ala'ula

民obojξ$封 萋ngor1講lssion

騨a耋p蜘 勦g欄 哩い甜 …
資a欟ea順shlHo轟9胃aれjl

瞬onpaHo翻9脚a}1」 墅垂悔lO

Pa萋a饒 蹴ok晦1
τenda耄 醗lssIano{,華{awall

浄土翼寒
嚢書宗
浄t糞宗

オア フ7/9一 、Oフpm

オア フ7/H-1073QP珊

鑑感出弘法毒
ワイパフ本顴寺

練習あり
甲 …¥

カウア イ7/9一 一10ア 薦P瓣

ハワイ 、7/9-1◎8pm
マウイ7/9一 一108P瓣

オア フ7月1⑪ 獨7-tOpm■"A

唱 … 唱鴇 一　 A

ワイメア西本獵寺宀

本派本願寺ヒ綴男啀院
パイア警洞寒万徳寺
ハワイ天台寺

}甜一 ぺv　

浄土真宗{

浄土糞宗
鬱澗宗
弐台宗紺"

浄土糞宗
奮濁宗
浄土寒n
真薯宗

"畠v… 　 …"

や
n

ラナイ7月10韮 ヨ6p凱
冂

ラナイ本願寺 しana董H◎ng耀a釦jl
'、ワイ7月ioaフ30P凱

ハワイ7月10萋 ヨap .m

ハ ワイ7舞10日8pm… 宀 凧 サ 飼

ホナ群費涸宗火福寺
箒バラ浄土宗ミッション

卩m"一 唖竹

パアウイロ法栄山金畷寺

ｩa�ukujiSotoNission

削 些宀
Koh斜aJodo鋤ssio鍵

A

Pa'a日 耋io裟 。ngOjlい陛
貧isshokase量i(a輩}…a驛al…

Sh聾nshu巽yoka蓴x鏨SSIo露

顯i刷 響aSれ 襯go鷺Missran

¶"

昌 汀 昏

向"

ザ 鴇}唱}苧

竹 腕r卩

品 脚躍 吊 昌}…

オ ア フ7ノ 怖一17630p組西
唱

立正佼疵会ハワイ数会 立正佼成
赫

浄土蕊宗
糞雹宗

浄土宗

オ●ア=フ7/is-17730-103◎

オ アフ7ハ §一一178-11p即
糞寮教会
ハレイワ真耆宗ミッション
つ釦ア浄=辷寒ミッシaン

"一 冖

マカワオ本願寺ミッシ3ン

ヒ蘰嗣照院
カイルア本黷寺
ワイアナエ本顯寺
ホノカア本願寺
東本願寺溺院
慈光円本顴寺

絃習あり
練習あり

.カウア イ。7/〕Sr二178P皿
マウイ7/幡 一一1フ730Pm

ハ ワイ 丿ノ16一一177Pm

オ「ア77鬆17預5-ltρ 斟

オ アフ ア月 抒露 了3Qpm い
ハ ワイ フ月17日sPm

オ アフ7/23一 一247Pm
オ←アフ7/23一 一24630一lOp飄

甘

Kotaaおdo贓SSlon 冂睥 臼

練習あり

練習あり

"_吊n肖"

、

藍akawaa毅ong鸞a晦 」量緊ISSlon

睡io隈ei巷hOm

民登1沁a蘇o勠9影a罰jl

Watanae垂{Of19鞭a露 ∫1鬣Iscion

HonakaaHo湾9鸞a細

HigashiHangwandﾟetsuin

鵡oen韃o晦9照 瑚,

騨ahla資a決yuseれ 」1Soto

認est耄くaしヨa耋}雀o口9邯anjl

i_ahaina}iongwanjiMissian _K
ah醸u睡 魄 鸞制l

Kurt塞stownJodo轤 葺SS輩0れ
吊Aい 鴇一覧 … 鴇 舮

覧

浄土爽宗
浄土宗
簿土靉寒
浄」蕊 宗
海血糞宗
浄t糞宗く

浄土轟宗
オ アフ7/23-2A730pmや
カ ウアイ7!23-298p.m

ワピアワ曹洞宗龍仙寺
ハナベベ西本願寺

曹灣宗}

浄ま漢宗
マ ウイ7/23-248Pm
卩 卍 甲 ラハイナ本願寺ミッション

く

浄土真宗
浄土翼宗
浄;土宗

腕
オ アフ7月24B7.3Q-td30評 μ 些w

'、ワイ7241… ≡…8pm
躍 …}u}～ 一F唱

ハワイ フ録24B8pm

　 い 一 罰 冖 肭

カフク本願寺耋◎O周年記愈祭ウ 宀"卩

カーティスタウン滲土寒ミッショ… 悌 い 廿直 丁 吊 唱 …

コナ本黷寺
ヒロ本願寺

唱}…

}肖 肭 冖腕 吊

唱 躍岬}"叮

卩

丁
民ona"ong胃an3i雛issian

唱

浄土真宗
}㎝r　

片

ハワイ7A2Aﾟ8pm 剛oH。 肖9聡a口謎1輸SSIon 浄太箕宗
オ'アフ7/3◎ 一7/siフ30-1030

カ ウアイ7/3G-7/31zAbPmw「 腎

パロ農棄本黷奪 t'alato孱ong轡a矧

L由 ロeHo罰9資a卿
浄土真票
浄±:翼家べ

浄土糞寒
リフエ本願寺協晒 曲 κ"
ワイルク本籟寺ミッシ裹ンマ ウイ フ/30一一7j318pm

く

響aduk目}long膨a鹿3… 捲18SIor峯
r肝 晒m

ハワイ
,TA31E廴lpm ヒロ鬢澗衆大正寺

廿

}{歪loSG七 〇s觀u�lsho乏i _ 警溺宗
ハ ワイ783168p珊

オァ フafs-a/7了3R-1045

卩 冖

ババアロア本願寺ミツシ曇ン

真禝ハ ワイ購院

Fapa'aloa}沁 れ奮wanji

Sh;口gα1醵 韲ss耄or}ofHawa堊 匡

鰭lss㊧ 轟
曲

浄土箕宗
爽雪宗

腕 陣一皿

い

宀

中}

オア フ8/s一 一aノアspm蒔
オア フ8〆6一 一8/78Pm

v}

マノア海岩寺占_

ワイパフ魯濔寒穴隅妻
民og鋤 ヨTamp{e
雛a蕁βahりSotoZe簸 醵■ssIo轟

天台宗
蕾濁寮

縁習あり

カ ウアイ8〆sa/78pm

マ ウイ$ノ6一 一8/フ8P田

「ブイメア糞餐宗ミッシ3ン
カフルイ本黷寺ミッション

資a毒飜eaSh萋ngo釦 懿lSSlo総

民ah麟Uヨ 謎ong贓 財1聚ISSIon"
騨a耋alua飜ong轡a卿

糞言宗
浄土轟寒腕h

浄土真宗
"九 腕

オ■ア=38尹 蓬7蓑ヨフ30Pm ワイアルア本願寺
ハワイ8月7B8pm ハヴイ浄土宗 ミツション 騒a幅Jodo臨ss葺o釦 浄土宗

浄土爽寒

{

浄諏糞宗
浄土宗 削

浄土宗
醤洞宗

… 　

ザ

ザ

町
ハ ワイ8月7覆8Pm

オア フ8欝 捻 臼5-9pm

オア フ8〆13-147309m

一裲

バアウイ雄本願寺
JAG廴賛系霧民 り一グ盆鑰り

パールシィテイー本黷寺

カバア浄土宗ミッション
カフノレイ浄;辷宗 ミッション
アィエア曹洞宗泰平寺

π… 帽 一"

Pa'蹴 沁Hong栂a細

JACL80目DanGe君ete6ratgor書

FearlCtYyNongwanai

Kapaa∂odo歳SS繊

Kahulu犂Jodo購 髷ssK期

50#oshuτa繭 盞ま1

霞系アメリカ市民

協会

カウア イ8/厂13-148pm

マウイ8/13一 一148Pm

孝ア ブ9得14澱8P癬
二

'、ワイ8尹 垂14ヨ8ゑm ヒ醸東本鍛寺 _HiloHush」 譲9熈 照磁譲
医{a鵬ku呂Jodo麟 量ssK耳匪

浄畿真宗
'、ワイ8月14日8P6m

鴇

ハマクア浄土宗ミッション 夥土宗
真雷宗.ハワイ8月 伺B8P珮 繋ナ高野由犬師毒 Ko罰aき(oyas3ngaIshI達 鏖甘}唱

オ'ぼ フ8{鍵 門3幻21フ30一 亘 鑑随オ
ァ フ8/20一 一8/21730β 轟

国 リラ;i樽 寺
鬱;彫裳鶏院芟法寺

"

.._.__麟 由laO田o幾 琴贇aれ譁畢
Soセo罵 童SS霍o自ofHa鐸a韮
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